
ム
チ

ウ
チ

の
は
し
り

槌

田

満

文

テ

レ
ビ
を

つ
け
た
ら
、

ロ
ケ
先

へ
向

か
う
バ

ス
の

転
落
事
故

で

ム
チ
ウ

チ
症

に
な

っ
た
女
優

川
島
な

お

み
が
無
事
退
院

し

て
、
入
院
中

の
牽
引
療

法

に

つ
い

て
語

っ
て
い
る
。

聞

い
て
い
て
、
私

も
同
じ
よ
う
な

経
験
を

し
た
三
十
年
前

の
こ
と

を
思

い
出
し
た
。

"
60
年
安
保
"

の
年
だ

っ
た
昭
和

三
十
五
年

の
九
月

二
十

八
日
に
、
当

時
東
京
新
聞
文
化
部

の
記
者
だ

っ

た
私

は
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
の
仕
事
を
終

え
、
,写
真
部

員
と

一
緒

に
社

の
車

で
帰

る
途
中
、

日
比

谷
公
園

の

霞
門
近
く

ま
で
来

て
突
然
も

の
す
ご

い

シ

ョ
ッ
ク
に

見
舞
わ
れ

た
ゆ
後

部
座
席

に
い
た
私

は

一
瞬

気
を
失

い
、
気
が

つ
い
た
ら
凹
ん
だ
車

の
屋
根

の
衝

撃

で
、

前

の
め
り

の
姿
勢

に
な

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

こ
の
ア
ク

シ
デ

ン
ト
は
翌

二
十
九

日
、
東

京
新
聞

を

は
じ

め
各
紙
朝

刊

の
社
会
面
記
事

に
な

っ
た
。
朝

日
新
聞

は

〈
乗
用
車

の
上

に
ド

サ
リ

高

さ
三
十

メ

ー
ト
ル
の
足
場

く
ず

れ
る
〉
と

い
う

三
段
見

出
し

に

三
段

の
現
場
写
真
を

つ
け
て
、
次

の
よ
う

に
報

じ

て

い
る
。

〈
二
十
八
日
午
後

三
時

二
十
分
ご
ろ
東
京
都
千
代

田

区
霞

ケ
関

一
ノ

一
東
京
検
察

総
合
庁
舎

八
階
建
新
築

工
事
現

場

(
銭
高
組
)

の
西
側
、
厚
生
省
寄

り
に
組

ん
で
あ

っ
た
高
さ

三
十
ン

ー
ト

ル
の
鉄

パ
イ
プ
製

足

場

が
幅

八
十

メ
ーー
ト

ル
に
わ
た

っ
て
く
ず

れ
、

「
頭

の
上

に
注
意
」

の
立

て
札

ワ
キ

で
信
号
待

ち
を

し
て

い
た
参

院
事
務
局

の
乗
用
車

と
、
東
京
新
聞

の
乗

用

車

を
押

し

つ
ぶ
し

た
。
乗

っ
て

い
た
人

た
ち
は
ザ

ァ

ー
と

い
う
物

が
落
ち

る
大
音

響

に
驚

い
て
車
外

に
飛

び
出

し
た

の
で
、
東
京
新
聞
文
化

部

の
槌

田
満
文
記

者

が
肩

に
軽

い
ケ

ガ
を

し
た

だ
け

で
助

か

っ
た
ゆ

…

…
〉
毎

日
新

聞
は
四
段
見
出

し

〈
80

メ
ー
ト
ル
の
大

パ
鹽

イ
ブ
倒
壊
〉

に
四
段

の
写
真
、
読

売
新
聞

は
三
段
見

出

し

〈
30
ト

ン
、
鉄

の
足
場

ド

ス
ソ
〉

に
二
段

の
写

真
、

サ

ソ
ケ
イ
新
聞

は
横
見
出

し

〈
ピ

ル

・
ラ

ッ
シ

ュ
の
脅
威
〉

と

い
う
社
会
面

の
ト

ッ
プ
記
事

に
な

っ

て
い
る
。

当

日

の
午
後

三
時
ご
ろ

は
、
朝

か
ら

の
雨
が
上
が

っ
た
ぼ

か
り
だ

っ
た

の
で
、
車

の
窓

ガ

ラ
ス
は
全
部

閉
ま

っ
た
ま
ま
だ

っ
た
。

一
時
停
車
中

の
屋
根

へ
真

上

か
ら
崩

れ
落

ち

て
き
た
足
場

は
車
内

か
ら
見
え

る

は
ず
が
な

く
、
し
た
が

っ
て

〈
ザ

ァ
ー
と

い
う
物
が

落
ち

る
大
音
響
〉

も
全
く
聞

こ
え

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

-

各
紙

の
な
か
で
は

〈
東
京
新
聞

の
車
が

下
敷
き
と

な

っ
て
屋
根
が

つ
ぶ
れ
、

フ

ロ
ソ
ド

ガ
ラ

ス
が

コ
ナ

ゴ
ナ
、
客

席

の
同
社

文
化

部

土

田
満

文

記

者

(
三

三
)

は

へ
こ
ん
だ
屋
根

で
後
頭
部
を
打

ち
軽

傷
を
負

っ
た
が
、
屋
根
が

つ
ぶ
れ

た
シ

ョ
ッ
ク
で
ド

ア
が
開

き

カ
メ
ラ

マ
ソ
や
運
転

手
と
と
も

に
脱

出
し
た
〉
と

い
う

サ
ソ
ケ
イ
め
記
事

が
、
傍
点

の
部
分

を
除
け
ば
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最
も
事
実

に
近

い
。
同
乗
者

の
う
ち
私

一
人
が
肩

と

背

に
打
撲
傷

を
負

っ
た
の
は
、

逃
げ

遅
れ

た
か

ら

で

は
な
く
、

い
ち
ば

ん
身
長
が
高

か

っ
た
た

め
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

事
故

の
直
後

、°
私
は
近
く

の
公
衆
電
話

か
ら
社

の

社
会
部
デ

ス
ク
に
第

一
報
を
入

れ
、

同
乗

し

て
い
た

写
真
部
員
も
現

場
写
真
を
撮
り

ま
く

っ
た
。
私
は
間

も
な
く
社

か
ら

迎
え

に
来

た
別

の
車

で
帰

り
、
社
内

の
診
療
所

で
手
当

て
を
受

け

た
が
、
数

日
後

に
両
手

の
し
び
れ
を
覚

え
、

頸
椎

損
傷

の
疑

い
で
入
院
さ

せ

ら
れ
た

の
で
あ

る
。

港
区
西
新
橋

に
あ

る
慈

恵
医
大
附
属
病
院

の
整

形

外

科

へ
入

っ
た
の
は
十

月
十
三

日
だ

っ
た
。

入
院
前

日

の
テ
レ
ビ

で
、
浅
沼
社
会

党
委
員
長
が
刺
殺

さ
れ

た

ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。

レ
ソ
ト
ゲ

ン
撮
影

で
頸
椎

の
五
、

六
番

目
に
変
形

が
認

め
ら
れ
た

た
め
、

そ
れ
を
元

に
戻
す
治
療
法

と

し
て
、

傾
斜
さ

せ
た
ベ

ッ
ド

の
上
部

に
滑
車
を
設
置

し
、
首

を
引

っ
ぱ

る
紐

の
先

に
金

属

の
重
り
を

ぶ
ら

さ
げ

て
牽
引

す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

'
朝
早

く
看
護

婦

に
剃

刀
で
頭

を
ク
リ

ク
.リ
坊
主

に

ヂ

　

ナ

さ
れ

た
私

は
、
何

の
説
明
も

さ
れ
な

い
ま
ま
手
術
室

へ
運
ば

れ
だ
。

い
ち
ば

ん
皮
膚
が
薄

く
骨
が
厚

い
頭

頂
部

に
ニ
ヵ
所

、
ド

リ
ル
で
小

さ
な
穴
を
あ
け
、

そ

こ

へ
金
具
を

は
め

て
首
を
引

っ
ぱ

る
紐

を

つ
な

い
だ

の
で
あ

る
。

そ
れ

か
ら

五
十
日
間
と

い
う
も

の
、
私

は

ベ

ッ
ド

で
横
向
き

に
な

る
こ
と
も

で
き
ず
、
天
井

を

に
ら

ん

だ
ま
ま

の
毎

日
が
続

い
た
。
そ

の
苦
行

の
お
か
げ

で
、

そ

の
後

も
後
遺
症

は

一
切

出
ず

に
現
在

に

い
た

っ
て

い
る
。
退

院
し

て
か
ら

一
年

ほ
ど

た

っ
て
、
谷
崎
潤

一
郎

の
小

説

「
瘋
癲
老
人

日
記
」

(
『
中
央
公
論
』

昭
和

36

年

11
月
ー
37
年

5
月
)
が
連
載

さ
れ
始

め
た
。

そ

の

一
節

に
、

作
者
を

モ
デ

ル
に
し
た
ら
し

い
主
人

公

の

老
人
が
、
整

形
外
科

で

レ
ソ
ト
ゲ

ン
診
断

の
結
果
、

自
宅

で
牽
引

療
法
を
試

み
る
く
だ
り
が
あ

る
。

「
頸
骨

ノ
六
番
目

ト
七
番

目
が
変
形

シ
テ
ヰ

ル
ト
云

フ
。
腰
椎

モ
変

形

シ
テ
ヰ

ル
ガ
、

コ
ノ
方

ハ
頸
程
デ

ナ
イ

ト
云

フ
。
手
が
痛

ソ
ダ

リ
麻
痺

シ
タ
リ

ス
ル
ノ

ハ
ソ
ノ

セ
ヰ
デ

ア
ル
カ
ラ
、

ソ
レ
ヲ
直

ス

ニ

ハ
滑

リ

ヤ

ス
イ
板

ヲ
作

ツ
テ
下

二
滑
車

ヲ
入

レ
、

三
十
度

ク

ラ
ヰ
傾
斜
面

ニ
シ
、
最
初

ハ
朝
夕
十

五
分
間
グ

ラ
ヰ

ソ
ノ
上

二
寝
、

グ
リ

ン
ソ
ソ
氏
式

シ

ユ
リ

ン
ゲ

ト
称

ス
ル
モ
ノ

(自
分

ノ
首

ノ
寸
法

二
合

ハ
セ
テ
特

二
医

療

器
械
屋

二
作

ラ

セ
ル

一
種

ノ
首
吊

リ
器
)

二
首

ヲ

入

レ
、
体

ノ
重

ミ
デ
頸
ガ
引

ッ
張

リ
上

ゲ

ラ
レ
ル
ヤ

ウ

ニ
ス
ル
。

…
:
・」

入
院
や
手
術

な
し

の
軽

い
牽
引
療
法

だ

っ
た
わ
け

だ
が
、
さ

し
て
効
果
が

現
わ
れ
な

い
た
め

に
短
期
間

で
や
め

て
い
る
。
瘋
癲
老

人

の
ケ
ー

ス
は
事

故

の
後

遺
症

で
は
な

い
か
ら

「
ム
チ
ウ

チ
症
」

の
語
が

出

て

こ
な

い
の
は
当
然
だ
が
、

私
も
療
養
中

に
こ

の
言
葉

を
耳

に
し
た

こ
と

は
な

か

っ
た
。

ア

メ
リ
カ

で

一
九

二
八
年

(
昭
和
3
年
)

に
命
名

さ
れ

た

芝
匡
冨
鋤
ωび

幽且
ロ
昌

(
ウ

ィ

ッ
プ

ラ

ッ
シ

ュ

は
鞭

の
し
な
や
か
な
先
端
部
分

で
打

つ
こ
と
、

イ

ソ

ジ

ュ
リ
イ
は
損
傷

)
が
、

日
本

で
直

訳
さ
れ

て
診
断

名

「
鞭
打

ち
損

傷
」
と

し
て
使

わ
れ
始

め
た
の
は
昭

和

三
十

二
年

か
ら
と

い
う
。
背
後

か
ら

の
シ

ョ
ッ
ク

に
よ
り
、
頸
椎
が
鞭

の
先
端

の
空
振

り
運
動

に
似

た

波
状

の
動
き

を
し

て
損
傷
を
生
ず

る
こ
と
か
ら
来

た

病
名

で
、
鞭

に
な
じ
み

の
薄

い
日
本

人

に
は
ち

ょ

っ

と
理
解

し
に
く

い
名
称

だ

っ
た
。
私
が

入
院
し

た
こ

ろ
は
出
来
立

て

の
病

名
だ

っ
た
か
ら
、
ま
だ
あ
ま

り

使

わ
れ

て
は
い
な
か

っ
た
ら

し
・い
。

「
ム
チ
ウ
チ
症
」
が

大
き
な
社
会
問
題

に
な

っ
た
の

は
、
安
保

後

の
高

度

成

長
と

と

も

に

"
ク

ル

マ
社

会

"
が
現
出

し
、
自
動

車

の
追
突
事
故
が
急

増
し

た

昭
和
四
十
年
ご

ろ
か
ら

で
、
週
刊
誌

に
も

「走

る
文

明
病

"
ム
チ
ウ
チ
"

の
恐
怖
」

(
『週
刊
文
春
』

昭
和

42
年

8
月
28

日
号
)

と

い

っ
た
記
事
が
登

場
し
た
。

昭
和
三
十

五
年

に
牽
引
療

法
を

し
た
私

は
、
思
え

ば

"
ム
チ
ウ
チ
の
は
し
り
"
だ

っ
た
わ
け

で
あ

る
。
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